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平成２３年第７回仙北市議会定例会の開会にあたり、主要事項に

ついてご報告します。

はじめに、所得税還付等調査についてです。

所得税還付等調査委員会では、１１月２５日に第９回の委員会を

開催し、所得税還付等調査局が作成した最終報告書案について検討

し、これを了承しました。また、１１月２８日に開催された第５回

所得税還付等調査市民検証委員会においては、この最終報告書の内

容について、その調査方法やそこから導き出された結論、今後の対

策などについて、その妥当性を検証していただき、妥当であるとの

結論をいただきました。これを受け、追加調査項目となった軽自動

車税の調定乖離・固定資産税の調定乖離等を除き、調査業務が終局

したと判断し、昨日、秋田県知事、秋田県議会議長、総務企画常任

委員会委員長、決算特別委員会委員長、代表監査委員などの皆様を

訪ね、県及び県民の皆様に大変なご迷惑をおかけしていることを陳

謝しました。説明は所得税還付等調査委員会調査報告書概要版に基

づいて行いました。帰庁後には調査委員会・市民検証委員会の両委

員会より正式に報告書を提出いただき、本日、皆様のお手元に配布

をさせていただきました。

職員３４名から事情聴取しましたが、本事案に関係すると思われ

る職員からは積極的な証言を得ることができず、各種データの突

合による事実を突きつけなければ、本当のところを話していただけ

ないことや、次々に新たな事案が出てきたこともあり、半年を目途

に調査を終了するという当初の予定を大幅に超過し、今に至ったこ

とについて、深くお詫び申し上げます。

今回の一連の事案は、組織ぐるみで行われていたものと判断され

ます。実行者はもちろんのこと、それを指示した、あるいは指示と

捉えられるような環境を作り上げた、または容認した、または放置

した上司の管理監督責任は非常に重いものと言わざるを得ません。

今後仙北市事故等調査委員会で審議し、厳しい処分を下したいと考



- 2 -

えています。併せて市議会の皆様と協議して、原状回復・再発防止

策など必要な対応を行いたいと思っています。

市民の皆様には、行政に対する不信感を抱かせてしまい大変申し

訳ありません。一刻も早く組織体制を整え、失った信頼を取り戻す

ことが私の責務だと考えます。

なお、当時に旧角館町の町長を務められた皆様には、両委員会から

提出をいただいた報告書を持参し、ご報告をしたいと考えています。

次に、がれき処理についてです。

３月１１日発生した東日本大震災の被災地では、大量の災害廃棄

物の処理が進まず、復旧・復興の大きな妨げとなっています。

秋田県では、岩手県から依頼された沿岸北部４自冶体の災害廃棄

物の広域処理について、県内の自治体に意向調査を行っています。

現時点で受入れを表明した自治体はなく、仙北市は、「受入れを前

提とした検討は行っていないが、今後の状況次第では検討する可能

性がある」と回答をしています。

一方で、放射能数値などの情報が不足していることから、直接現

地の状況を確認する必要があると判断し、環境省などが各県を通じ

て現地視察をした１１月１８日よりも早く（１１月１５日・１６日

の両日）に、担当部署の職員を現地（岩手県沿岸北部４自冶体及び

宮古市）に派遣しました。その概要について申し上げます。

現在、沿岸北部４自冶体（洋野町・久慈市・野田村・普代村）の

内、粗分別を終えているのが、久慈市、野田村の一部で、他の自冶

体では分別されていない状況が分かりました。

また放射線量について、廃棄物置場で測定したところでは、空間

線量は１時間あたり０．０６～０．０８マイクロシーベルト、廃棄

物については、同じく０．０４～０．３３（土壌）マイクロシーベ

ルトで、空間線量は仙北市とほぼ変わらない値を示していることも

判明しました。廃棄物についても土壌以外は現在なんら問題のない

数値だと受け止めることができます。
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ただし、放射線量は日々変化する可能性があり、今後、岩手県が

公表する放射線量などを注視しながら検討したいと考えています。

その対応を行うため、既に市役所内に関係部局長を構成員とする災

害廃棄物広域処理受入れ検討チームを立ち上げています。市民の皆

様には、今後、関連する情報を随時提供したいと考えています。

次に、平成２３年秋の叙勲受章者等についてです。

元角館町議会議員の黒澤良太郎氏が、地方自治功労により旭日双

光章を、また元角館町消防団長の渡辺広作氏が消防功労により瑞宝

単光章を受章されました。

さらに稲田修議員が地方自治功労により、秋田県地方自治功労者

表彰を受賞されました。

この度の受章・表彰は、永年にわたる職務の精励や功績、功労が

認められたものであり、市民の皆様と共にご労苦に感謝し、心から

お祝いを申し上げます。

次に一般会計補正予算についてです。

補正額は、５，５６０万円で、これに既定予算を加えると補正後

の額は、１８５億４，６６７万円となります。

主な事業は、公共施設安全性総点検事業費、地域運営体活動推進

費交付金、くらしの安心サポート推進事業費、こどものえき設置事

業費、福島っ子と秋田っ子の冬期交流事業費等です。

また、報酬・給料等の改定について、県の人事委員会の勧告が出

されたことから、関連する条例改正議案を今定例会に提案していま

す。この中で、職員の給料については県の勧告に準拠し、平均

で０．２３％引き下げる内容になっています。手当については、

０．０５ヶ月の引き上げの勧告となっているところですが、職員組

合とも協議のうえ、震災の影響による経済情勢や所得税還付等の一

連の問題を考慮し、１２月の手当は凍結することとし、引き上げす

る部分の条例の施行日を平成２４年４月１日としました。議会の皆
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様にもご理解とご協力をいただきますようお願いします。なお、本

案件に関係する条例案については、どうか本日ご審議をいただきま

すようお願い申し上げます。

次に、平成２４年度の財政見通しについてです。

低迷する地域経済や急激な円高に加え、３月１１日の東日本大震

災、また世界的な金融経済危機は、平成２４年度の仙北市歳入に影

響を及ぼすことは必至です。

自主財源の根幹を成す市税については、震災に伴う観光需要等の

急激な落ち込みなどにより、市内の各産業は深刻な打撃を受け、加

えて、歯止めのかからない地価の下落は、平成２４年度の評価替え

に影響を与えることが見込まれるなど、市民税や固定資産税など主

要な市税の減収は避けられない状況です。

また、一般財源の大きなウエイトを占める地方交付税についても、

国の平成２４年度予算の概算要求段階では、前年度比１．６％の減

となっていて、一般財源の確保が非常に厳しい状況です。

一方、歳出面においては、社会保障関係費が国の施策で年々増加

し、また公債費についてはピークは脱したものの、引き続き高い歳

出割合で推移し、公債費による財政負担の程度を示す実質公債費比

率は、依然として県内市町村の中でも極めて高い水準です。

平成２４年度の予算編成に当たっては、こうした厳しい財政状況

を踏まえ、国の動向や社会経済情勢等を的確に把握しながら、市税

等の収納率の向上や遊休資産の売却等による自主財源の確保、既定

歳入の再点検、現行の事務事業の徹底した見直し・組み替えなど、

「第２次行政改革大綱」に掲げた事項を着実に実施し、より効率的

かつ効果的な財政運営に努めます。さらに「施策の選択と集中」で

事業と財源の重点化を図り、何よりも市民生活の維持向上、市内各

産業の振興と地域の活性化の実現に向け、市政公約を着実に推進す

る施策・事業について、積極果敢に取り組みます。
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次に、平成２４年度の新規採用予定者についてです。

一般行政職採用試験の一次試験を９月１８日に実施し、二次試験

を保健師採用試験とあわせて１０月２１日に実施しています。その

結果、上級一般行政職２名、初級一般行政職３名及び、保健師２名

について、平成２４年４月１日からの新規採用予定者として１１月

１７日に合格発表しました。

次に、各部局等の主要事項並びに諸般の状況をご報告します。

【総務部】

◇仙北市協働によるまちづくり基本条例の制定について

市民自らが主体者となり、市民に身近な課題の解決に向けて、市

と協働して取り組む役割の明確化、活力に溢れた地域の存続と市の

発展を目指すこと等を目的とした「仙北市協働によるまちづくり基

本条例」（案）を今定例会に提案しました。ご審議をよろしくお願

いします。

◇地域運営体の設立状況について

市と市民の協働を進める「地域運営体」については、これまで

８つの地域運営体に設立をいただき、それぞれ独自の活動を展開し

てきました。残っていた角館地域については、各町内会の代表者等

で組織した地域運営体設立準備委員会が母体となり、設立に向けて

の協議を重ねてきましたが、１１月２７日に角館地域運営体の設立

総会が開催され、正式に会が発足しました。名称は「角館まちづく

り地域運営体」です。この活動を支援する交付金の予算を今定例会

の補正予算案に計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

議会のご理解、また市民の皆様のご協力で、やっと全域に地域運

営体が設立となりました。市長に着任してから２年の時間が経過し

ていますが、先発の各地域運営体から多くの課題・改善点など意見

をいただいています。これらに対し丁寧に対応しながら、時間をか
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けて地域運営体制度の塾度を高め、仙北市のまちづくりを市民と共

に前に進めたいと考えています。

◇指定管理候補者選定について

今年度は、平成２４年３月末に終了する２３施設１３指定管理者

の更新と、新規導入施設として下延コミュニティセンターに隣接す

る下延農村公園を一括で指定管理を予定しています。

そのうち、第三セクターの指定管理施設を除く、１４施設９指定

管理者について公募した結果、全施設が現在の指定管理者１団体の

みの応募でした。仙北市公の施設指定管理候補者選定委員会におい

て、応募団体からの申請書及びヒアリング等を基に審査し、その結

果として委員会より提出された選定結果報告書を受理しました。

これに基づき指定管理候補者として選定し、今定例会に関連議案

を提出しています。ご審議をよろしくお願いします。

また、第三セクターが指定管理者となっている９施設、４指定管

理者については、現在公募中です。今後、指定管理候補者選定委員

会の報告を受け、平成２４年１月以降の議会に関連議案の提出を予

定していますので、よろしくお願いします。

◇庁舎整備に関する基本方針（案）について

市庁舎の整備については、部長等で構成する｢仙北市庁舎整備推

進委員会｣で検討を進めてきましたが、一体型庁舎の位置や作業ス

ケジュールについて、このほど基本的な考え方をとりまとめました。

この中で、スケジュールについては、庁舎整備の財源に見込んで

いる合併特例債の発行可能期限が平成２７年度から５年間延長する

関連法案が国会で成立する見通しとなっていることから、現時点で

の整備完了時期については、平成３０年度から３１年度にかけてと

しています。

また、老朽化している角館庁舎については、火除けの復元のため

にも早期移転が必要であると判断し、来年度、具体的な検討を進め
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たいと考えています。

基本方針（案）は、資料として配布していますので、ご検討いただ

きますようお願いします。

◇角館地区統合高校推進協議会について

県立角館高校と県立角館南高校の統合に向けて、地域における統

合高校の位置付けを明らかにするとともに、地域の意見を集約し速

やかな統合高校を推進するため、両校の同窓会、ＰＴＡ、市内の校

長会、ＰＴＡ連合会の代表など１５名と両校の校長先生をアドバイ

ザーに迎え、角館地区統合高校推進協議会（第１回）を１０月３日

に開催しました。これまで２回開催し、委員の皆様からさまざまな

ご意見をいただいています。今後、数回の協議を重ねた上、意見を

まとめ、県側に要望したいと思います。

◇仙北市立病院等改革推進計画について

８月２６日に「仙北市立病院等改革推進計画」検証市民委員会を、

１１月４日には専門委員会を開催し、数値目標に対し若干ながら経

営改善が成されている現状と、計画上の進捗状況を報告し、各委員

より貴重なご意見・ご提言をいただきました。

この推進計画の中で、医薬材料等の一括購入と徹底した在庫管理

の実施という観点から、これまで以上の経費削減と経営の効率化を

図るべく、医療局において両病院の薬価交渉を実施し、現在データ

を集計中です。

今後も薬品購入に引き続き、診療材料や消耗品等の共同購入に向

け、両病院合同の診療材料検討委員会を立ち上げ、さらなる経営改

善に努めます。

◇市立角館総合病院建設事業について

９月２日付け、市立角館総合病院建設整備用地選定検討委員会委

員長より病院事業管理者あて答申書が提出され、４か所の候補地を
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選定いただいたところです。これを受け、同月８日付けで病院事業

管理者から報告書の提出があり、先の議会で配付させていただきま

した。

１１月１０日及び１８日開催の教育民生常任委員会協議会におい

て、現在想定し得る建設事業の工程表と基本構想による事業費の財源

内訳に加え、主たる財源となる企業債償還の年次別シミュレーション

を提示しています。

なお、大仙仙北二次医療圏に関連する仙北組合総合病院建設事業

については、市街地再開発組合より県への権利変更計画が行われた

ほか、１１月２日に入札公告、１２月５日が入札書の受理期限、

１２月２７日が開札日とのことです。発注方法については、解体か

ら建設までを一括工事とし、総合評価落札方式による条件付き一般

競争入札で行うとの報告を、大仙市役所より受けています。

◇秋田内陸線について

若杉清一社長の辞任に伴い、その後任を全国から公募したところ、

意欲を持った６３名の方々より応募をいただきました。その中から

昨日開催された臨時株主総会及び取締役会で、豊田そごう常務取締役店

長、豊田スタジアム取締役副社長などを歴任した酒井一郎氏（６３才）

を新社長に正式選任しました。

内陸線は、平成２４年度までに経常損失額を２億円以内とする四

者合意があり、この目標達成に向け経営改善は待ったなしの状況で

す。新社長のもと、あらゆる増収策のほか人件費やダイヤの見直し

も想定しています。ダイヤ見直しについては、輸送サービスの根幹

であり市民生活に直接的に影響することから、特に沿線地域の住民

の理解を得ながら決定することになります。

私は経営者の一人として、取締役会で、社員の意識改革、あるべ

き経営体質への転換等が極めて重要で、しかも急務だと発言し続け

ています。会社が主体的に再生に向けた取り組みを示すことが重要

で、その姿勢を県民・市民に評価いただいた上で、はじめて行政と
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しても必要な支援を行えるものと考えています。

◇地域公共交通の再編について

平成２４年４月１日より、羽後交通桧木内線・岡崎院内線に代わ

って、西木北部、西木南部、神代の３地区でデマンド型乗合タクシー

を開設するための、事業計画の具体化作業を進めています。

この間、地域住民団体からは路線バスの存続を求める要望書の

提出があったことから、こうした要望も重く受け止め、さまざまな

可能性を探求しながら計画策定を進めていきます。

デマンド型乗合タクシーの仕組み等については、各地域で説明会

を開催してきましたが、市民の皆様に十分周知できていない実態が

あることから、本事業計画案と共に利用方法などが具体的にイメージ

できるパンフレットを作成し、１２月１日、関係地域に全戸配布す

る予定です。また年内に１０箇所程度の会場で意見交換会を開催し、

市民参画による利便性の高い公共交通システムを構築したいと考え

ています。

◇第三セクターの経営改善について

市内４つの第三セクター（花葉館、西木村総合公社、アロマ田沢

湖、西宮家）は、それぞれが厳しい経営環境となっていて、早急に

経営改善に取り組むことが必要と認識しています。

このため、経営内容の分析と今後のあり方等について、経営コン

サルタント会社に調査委託して、検討を行ってきました。その調査

報告書を先般提出いただきました。

コンサルタント会社からは、４社の財務面や人材面での経営課題

と課題解決のための改革内容、新たな役割の可能性等について提言

がありました。今後のあり方では経営統合も検討課題となっています。

今後、各社へコンサルタント会社からの報告内容を説明し、４社

連携の協議会等を立ち上げて改善検討を進めます。
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◇西湖・田沢湖姉妹湖提携調印式について

田沢湖で絶滅したクニマスが、富士河口湖町の西湖で約７０年ぶ

りに生息が確認されたことを受け、その後、両市町による相互交流

が進み、１１月２日に佐藤議長にも出席いただき、中坊徹次京都大

学教授等の立ち会いのもと、「西湖･田沢湖姉妹湖提携」調印式を

富士河口湖町で行いました。

今後は西湖のクニマス保全、また田沢湖へのクニマス里帰りに向

け、両市町が西湖･田沢湖の環境保全について協力し、観光･漁業･

文化・人的往来等で親善関係を深めいくことになります。多様な分

野で多彩な交流が進むことを願っています。

また、富士河口湖町で開かれたクニマスシンポジウム運営委員会

に、本市からも関係者が出席しました。こちらからは田沢湖の水質改

善について報告し、またクニマスの生態展示を要望しました。運営

委員会は、今後さらに情報交換を行いながら、クニマスの適切な保

全方策や課題について広く認識を深める、クニマスシンポジウムを

来年３月富士河口湖町を会場に開催する準備を進めています。

◇国内交流事業等について

農産物等の販路開拓とＰＲ活動を目的に、埼玉県川越市で１０月

２９日から３０日に開催された川越産業博覧会への出展参加を行い

ました。今回の出展が初めてということで、「おやま囃子」も参

加し、２日間の来場者数約２万５千人の会場を大いに盛り上げ、

仙北市をＰＲできたものと考えています。

また、１１月１９日から２０日の２日間、３市連携交流提携を結

んでいる茨城県常陸太田市の秋まつり、災害時防災協定を結んでい

る茨城県高萩市産業祭へ、それぞれ観光物産展の出展を行いました。

両市とも出店依頼をいただいての参加です。全国的に複数の自治

体からお声かけがありますが、相互交流が基本です。仙北市にもお

いでいただければと考えています。
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◇公共施設の安全点検について

１１月３日に発生した市民会館の事故については、被害に遭われ

た方に心からお見舞い申し上げるとともに、皆様にご心配をおかけ

したことを改めてお詫びいたします。

この事故を受けて、１１月２８日には、公共施設を所管する部署

の職員を対象に「防火管理者及び施設管理者研修会」を開催しまし

た。研修会では、常日頃の危機管理意識の徹底を図るため、危機管

理の基本姿勢や施設の危機管理マニュアルについて確認を行ったほ

か、角館消防署から講師をお願いし、防火管理者の役割について研

修しました。

また、市の公共施設２５カ所について、天井、外壁等を中心に緊

急の簡易診断調査を行うこととし、補正予算に「公共施設安全性総

点検事業費」を計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

◇避難者の受け入れ状況について

東日本大震災の避難者の受け入れについて、宮城県女川町からの

避難者は、１０月末で６人滞在していましたが、１１月１１日まで

に仮設住宅の完成により全員が帰郷しました。５月６日以来、二次

避難として１５７人が田沢湖高原の４つのホテルに滞在し、総宿泊

数は約１０，０００泊となりました。１１月４日に女川町長が本市

を訪れ、感謝の言葉をいただきました。今後ともいろいろな面で交

流を続けていくことを約束しています。

福島県の子どもたちの短期滞在については、１２月２２日まで延

長となっていますが、１２月２３日から２月２９日までは、秋田県

教育委員会が実施する「福島っ子と秋田っ子の冬期交流プログラム」

として受け入れを行うことになります。福島県の児童生徒が仙北市

の児童生徒との交流を通して少しでも伸び伸びとした活動ができる

ように支援したいと考えています。
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◇光ブロードバンド基盤整備事業について

田沢湖高原地区等の光ブロードバンド基盤整備事業は、電柱の共架

など許認可手続きに時間を要したため、若干の遅れを生じましたが、

既にＮＴＴ東日本ではフレッツ光サービスの申込受付を開始し、供用

開始は１２月１日を予定しています。

このほか、並行して西明寺地区の一部、神代地区の一部でＮＴＴ

東日本による光ファイバの敷設工事が行われています。平成２４年

２月には当該地域でフレッツ光サービスが提供される予定と聞いて

います。

◇基幹系システムの更新について

総合評価方式により選考した結果、現システムの納入業者である

日立システムズに決定しています。

１０月には、この中心的役割を担うサーバ群の導入と各業務シス

テムパッケージのセットアップが終了しました。

現在、コンサルタントからの指導の下、各業務システムの精査や

各課担当との調整、運用開始のタイミングなどを導入業者と協議し

ています。

平成２４年１月から、新システムで住民基本台帳の運用を開始し、

その後も適時税業務などを運用開始する予定ですが、住民サービス

に支障のないよう安全な移行に努めます。

【市民生活部】

◇火災の発生について

１１月７日（月）午前１１時頃、田沢湖梅沢字東田地内で、物置

小屋（木造一部二階建て５１．８４㎡）一棟が全焼しました。

また、隣接する住宅（木造一部二階建て１１４．７５㎡）の一部

（窓ガラス、トイレ臭気管など）も焼損しています。

この火災により、居住している女性１名が一酸化炭素中毒の疑い

で治療を受けています。出火原因は調査中です。
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「秋の火災予防運動（１１月６日～１２日）」期間中に、このよ

うに火災が発生したことは大変に遺憾なことですが、引き続き、市

民の皆様に、「火の用心」に意を持っていただくよう火災予防啓発

に努めます。

【福祉保健部】

◇仙北市立保育園・幼稚園の在り方検討委員会について

保育園・幼稚園が抱える諸課題と将来にわたる保育園・幼稚園の

あるべき姿について検討するため、学識経験者・園長・保護者・子

育て支援団体など１３名で９月２８日、「仙北市立保育園・幼稚園

の在り方検討委員会」を設置しました。

これまで２回開催し、委員の皆様からはさまざまな貴重な意見を

いただいています。今後も協議を重ね、来年度予算に反映できる政

策の提案もお願いしています。

◇救急医療情報キット「命のバトン」配布事業について

本年度の高齢者福祉対策の一つとして準備を進めていた、緊急時

の医療情報キット「命のバトン」配布事業は、「救急医療情報キット

（Q 救ちゃん）」と改名し、１１月１４日から無料配布を開始して
き ゅ う

います。

（Q 救ちゃん）には、一人暮らしの高齢者等の安全・安心を確保
き ゅ う

するため、「かかりつけ医」「薬剤情報」「持病」などの医療情報を

記載した用紙や、必要に応じ「診察券の写」「健康保険証の写」な

どを専用容器に入れ、自宅の冷蔵庫に保管するものです。冷蔵庫の

見えるところに保管キット用シールを張り、情報キット本体がある

ことを救急隊等に知らせます。

本年度は、６５歳以上の一人暮らしの方９８３名のうち希望者に

配布をする予定です。また今後は、高齢者のみの世帯や障害者世帯

の希望される方々にも配布を進めたいと考えています。
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【観光商工部】

◇アイリスミュージアムの設置について

９月定例会で予算措置をいただき、１１月下旬のオープンを目指

していたアイリス記念館ですが、展示物を製作するアイリス美術監

督の韓国での撮影スケジュールの都合により、１２月中旬にずれ込

むことになりました。

田沢湖観光情報センターと、田沢湖スキー場の銀嶺ハウスに秋田

ロケ地にちなんだ装飾、ロケで使用したウェア等の展示を行い仙北

市のスキーシーズン前にオープンをし、韓国だけでなく東アジア地

域からも誘客を図って行きたいと考えています。

◇秋田美人１００人キャンペーンについて

１０月１日、秋田県の「ＪＲ東日本・重点販売地域」（ミニＤＣ）

キャンペーンのオープニングで、田沢湖・角館観光連盟が事業主体

となり、「秋田美人１００人キャンペーン」を実施しました。当日

は都内２ヶ所（有楽町・上野）で、仙北市の秋田美人１１４人に

参加をいただき、キャンペーンチラシ等の配布、県外からのお客

様に対する宿泊クーポンや商品引換券による誘客宣伝を行いまし

た。有楽町会場には溝畑宏観光庁長官もお見えになり、都内ではマ

スコミからも大きな反響をいただいて、改めて秋田美人のブランド

力を認識する結果となりました。

この「秋田美人１００人キャンペーン」は、震災後の日本に元気

を取り戻す取り組みと高い評価があり、１１月１８日、溝畑長官よ

り感謝状をいただきました。

◇デスティネーションキャンペーンに向けたＪＲ角館駅舎の活用について

これまで、角館町物産協会が経営してきたＪＲ角館駅舎の物産販

売コーナーが、１２月末をもって駅舎から撤退することになりま

した。県を上げて始まったばかりのデスティネーションキャン

ペーンで、中核となる角館駅の空洞化は適切ではないと考えま



- 15 -

す。また広域観光における仙北市の役割強化、市内観光の拠点

づくりなど、さまざまな要素を熟慮し、現在は角館駅前蔵２階で

業務に当たっている仙北市ツーリストインフォメーションセンター

（ＴＩＣ）を移動し、ＪＲ角館駅へ入居できないか、今後ＪＲ東日

本秋田支社等と協議を行う予定です。

また駅舎から撤退した角館町物産協会ですが、できるだけ駅前エ

リアで物産販売・商品アピールをして欲しいと思っています。そこ

でスタシオンなどの改修も含め、至急検討したい考えています。

◇雇用状況について

ハローワーク角館管内における９月末現在の有効求人倍率は

０．４５倍と前月に比べ０．０１の増、前年同期では同率となって

います。震災の影響で５月、６月は前年同期を下回りましたが、

７月より徐々に持ち直しの動きがみられるものの、建設業等一部の

求人状況は引き続き厳しい状況となっています。

また、ハローワーク大曲（ハローワーク角館を含む）管内の来年

３月の高校卒業予定者の就職状況は、１０月末現在、就職希望者

３２９人に対し就職内定者２２８人、内定率は６９．３％で、昨年

を若干上回っている状況です。なお、仙北市内２校における仙北市

の生徒については１０月末現在、就職希望者３１人に対し就職内定

者１４人、内定率は４５．２％となっています。

引き続き、ハローワークや県、隣接市町と連携しながら、就職面

接会の開催、求人情報の迅速な提供等による雇用の場の確保や就労

支援に取り組んでいきます。

なお、平成２１年に休止していた菱中工業株式会社の田沢工場が

再開することとなりました。菱中工業は合成樹脂製品や公害対策機

器の製造販売を主に行う会社です。震災後、強化プラスチック製品

の需要が拡大し、工場の再開となったとお聞きしています。

現在６名の従業員が雇用されていますが、今後さらに５名程度の

雇用を考えていると伺っています。
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【農林部】

◇産業祭の開催について

１０月２２・２３日の２日間、神代市民体育館を主会場に第７回

仙北市産業祭が開催されました。農産物の出品点数は昨年より

約８０点多い４０５点を数え、多くの人出で賑わいました。

今回は、秋田大学生によるルバーブジャムの試食、食の伝道師「仙

北ばぁば」による３０分クッキング、地元神代こども園児やお山囃

子等多種多彩な発表に例年にない盛り上がりを見せました。

また、震災により田沢湖高原温泉郷で避難生活を送っていた宮城

県女川町の皆さんから、お世話になったお礼にとサンマのつみれ汁

の提供や「獅子振り」の伝統芸能を披露していただき、交流を深め

ることができました。

これを機会に、継続的な交流を望む声もあがっていることから、

教育旅行等の受入れも含めて協議を重ねていきたいと考えています。

◇農業者戸別所得補償制度の交付金支払いについて

本交付金の支払いについては、国の水田活用の所得補償交付金に

係る事務処理が終了したことから、１１月末には、金融機関を通じ

て各取組農家へ交付金が支払われる見込みとなっていました。しか

しながら、農家から提出された申請書類の内、一部の書類の訂正に

より１２月にずれ込むことも考えられます。できる限り早期に支払

われるよう努めます。

◇種苗交換会の出品結果について

第１３４回の秋田県種苗交換会が、横手市を会場に１０月２９日

から１１月４日まで開催されました。

仙北市からも自慢の農産物が多く出品され、田沢湖の草彅福雄さ

んの株大豆が農林水産大臣賞を受賞したほか、葉たばこ（角館町・

雲雀明徳さん）・ネギ（西木町・佐藤一也さん）・ホウレンソウ（西

木町・佐藤信行さん）・イタヤ細工（角館町・村田良枝さん）が知
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事賞を獲得、県産米品評会でも西木町の藤川栄福さんのあきたこま

ちが最優秀賞をいただくなど素晴らしい成績を収めました。

今年は、春から天候不順が続き、生産には大変苦労した年ですが、

仙北市内の農家の皆様の高い栽培技術、日頃の肥培管理、また、伝

統工芸技術の継承研鑚等の賜と深く感謝します。

◇農業用施設災害復旧事業の対応について

去る６月２３・２４日に発生した豪雨災害に係る農業用施設災害

復旧事業は、査定作業が終了し、現在、被災農家において復旧作業

に入っています。年内中に概ね作業が終了することを目指し、鋭意

進めています。

◇秋田スギバイオエネルギーセンターについて

バイオマス施設の改修工事は、月島機械株式会社が８月２５日か

ら着手しています。１１月上旬までにガス化炉、ガスクリーナー等

の主要機器の設置を終了しています。改修工事は計画通りに進み、

現在は配管工事、電気設備工事を実施しています。

これら主要機器毎の配管、電気設備工事が終了次第それぞれの機

器毎の調整、作動確認等の試運転チェックを１２月中に終え、その

後、作動確認運転チェックに基づいた最終総合試運転を経て、連続

運転に入る予定となっています。

◇地産地食マッチング交流会開催について

１０月１３日、地産地消の一環として、仙北市内の食品関係事業

者（飲食・ホテル業者、食品製造業、流通業、栄養士等）と生産者

（仙北市直売所連絡協議会）とのマッチング交流会を開催しました。

今回の交流会は、相互の情報交換と課題の共有を目指して開催さ

れたもので、食品関係事業者４８名と生産者３０名が参加しました。

当日は、生産者が持ち寄ったおもてなし料理１５品で交流した後、

「仙北市に地産地食旋風を！どうしたらもっと地域内消費が進むだ



- 18 -

ろう」をテーマに意見交換を行いました。

今後も定期的な情報発信とマッチングの機会の充実を図り、１次

・２次・３次の各産業分野で、多様な主体が自らの強みを生かした

新たな地域産業の創出を支援します。

◇秋田発・子ども双方向交流プロジェクトについて

秋田発・子ども双方向交流プロジェクトでは、中川小学校５年生

１４名が１１月１日から２日までの２日間、東京都板橋区上板橋第

四小学校を訪問して交流を行いました。

また、アンテナショップ「とれたて村」でお米の販売実習を行い

ました。販売したお米は、地域の皆様の応援のもと、子ども達が田

植えから収穫、袋詰めまでの一連の作業を行ったもので、「みんな

ニコニコ米」と名付けられ、２００パックを完売しました。

来年度以降は、学校・地域間の双方向交流へと発展していけるよ

う、引き続きサポートを続けたいと考えています。

◇環境教育プログラム開発について

環境教育プログラム開発については、委託先のＪＴＢと共に、年

度末完成を目指して取り組んでいます。

玉川温泉と北投温泉との温泉提携協定、クニマスを通じた西湖と

田沢湖の姉妹湖提携、電気自動車の実験走行など、当市の自然エネ

ルギー、環境資源などを活用する環境教育プログラムの作成につい

ては、活用できる資源等の抽出とネットワーク化を順次進め、それ

らの効果の中間検証のため、ＪＴＢ東北秋田支店が秋田市・潟上市

・仙北市の小学生４～６年生２０名を招いてモニターツァーを実施

し、概ね好評であったとの報告を受けています。

おわりに

以上、主要事項並びに諸般の報告を申し上げました。

本定例会に提案している案件は、報告１件・条例関係１０件
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・予算関係１５件・その他１０件の計３６件です。

慎重審議の上、全議案についてご可決賜りますようお願い申し上

げ、市政報告とします。
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